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【公開番号】特開2014-89244(P2014-89244A)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月29日(2015.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置に用いられるユニットの製造方法であって、
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　枠体と、
　前記枠体に設けられたシール形成部と、
　前記ユニットの外側に現像剤が漏れるのを防止する成形シール部であって、前記シール
形成部に溶融樹脂を射出成形することによって形成される成形シール部と、
　前記シール形成部に成形シール部を射出成形するために、前記枠体に設けられた溶融樹
脂が通過する注入路であって、前記溶融樹脂が注入される注入方向において、一端に前記
溶融樹脂が注入される注入口を有する注入路と、
を前記ユニットは有し、
　前記注入路の少なくとも一部は、前記注入方向において、前記注入口よりも下流側で、
前記一部の前記注入方向と直交する断面の中心軸線が前記注入口からはずれた位置に位置
するように構成されることを特徴とするユニットの製造方法。
【請求項２】
　画像形成装置に用いられるユニットの製造方法であって、
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　枠体と、
　前記枠体に設けられたシール形成部と、
　前記ユニットの外側に現像剤が漏れるのを防止する成形シール部であって、前記シール
形成部に溶融樹脂を射出成形することによって形成される成形シール部と、
　前記シール形成部に成形シール部を射出成形するために、前記枠体に設けられた溶融樹
脂が通過する注入路であって、前記溶融樹脂が注入される注入口と、前記溶融樹脂を前記
シール形成部に排出する排出口と、を有する注入路と、
を前記ユニットは有し、
　前記溶融樹脂が注入される注入方向において、前記排出口の前記注入方向と直交する断
面の中心軸線が、前記排出口よりも上流側の最も狭い断面を有する前記注入路の一部から
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外れた位置に位置するよう構成されることを特徴とするユニットの製造方法。
【請求項３】
　前記一部は、射出成形する際に前記溶融樹脂を前記シール形成部に排出する排出口であ
る請求項１に記載のユニットの製造方法。
【請求項４】
　前記注入路は、前記注入方向において、他端に射出成形する際に前記溶融樹脂を前記シ
ール形成部に排出する排出口を有し、前記一部は前記注入口と前記排出口との間に位置す
る請求項１に記載のユニットの製造方法。
【請求項５】
　前記ユニットは、像担持体の表面から現像剤を除去するクリーニング部材を有し、前記
成形シール部は前記クリーニング部材と前記枠体との間をシールする請求項１乃至４のい
ずれか１項に記載のユニットの製造方法。
【請求項６】
　前記ユニットは、像担持体の表面に当接して現像剤が前記ユニットの外側に漏れるのを
防止するシート部材を有し、前記成形シール部は前記シート部材と前記枠体との間をシー
ルする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のユニットの製造方法。
【請求項７】
　前記ユニットは、現像担持体に担持される現像剤の量を規制する現像剤規制部材を有し
、前記成形シール部は前記現像剤規制部材と前記枠体との間をシールする請求項１乃至６
のいずれか１項に記載のユニットの製造方法。
【請求項８】
　前記ユニットは、現像担持体の表面に当接して現像剤が前記ユニットの外側に漏れるの
を防止するシート部材を有し、前記成形シール部は前記シート部材と前記枠体との間をシ
ールする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のユニットの製造方法。
【請求項９】
　前記ユニットは、前記画像形成装置の装置本体に着脱可能である請求項１乃至８のいず
れか１項に記載のユニットの製造方法。
【請求項１０】
　画像形成装置に用いられるユニットであって、
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　枠体と、
　前記枠体に設けられたシール形成部と、
　前記ユニットの外側に現像剤が漏れるのを防止する、前記シール形成部に射出成形され
た成形シール部と、
　前記シール形成部に成形シール部を射出成形するために、一端に前記成形シール部とな
る溶融樹脂が注入される注入口を有し、まっすぐ貫通する注入路と、
を有し、
　前記注入路は、前記注入路の貫通方向と交差する方向において、前記注入口の断面積に
比べ、断面積が狭い部分を有することを特徴とするユニット。
【請求項１１】
　前記断面積が狭い部分は、射出成形する際に前記溶融樹脂を前記シール形成部に排出す
る排出口である請求項１０に記載のユニット。
【請求項１２】
　前記注入路は、他端に前記溶融樹脂を前記シール形成部に排出する排出口を有し、前記
断面積が狭い部分は前記注入方向において前記注入口と前記排出口との間に位置する請求
項１０に記載のユニット。
【請求項１３】
　前記ユニットは、像担持体の表面から現像剤を除去するクリーニング部材を有し、前記
成形シール部は前記クリーニング部材と前記枠体との間をシールする請求項１０乃至１２
のいずれか１項に記載のユニット。
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【請求項１４】
　前記ユニットは、像担持体の表面に当接して現像剤が前記ユニットの外側に漏れるのを
防止するシート部材を有し、前記成形シール部は前記シート部材と前記枠体との間をシー
ルする請求項１０乃至１３のいずれか１項に記載のユニット。
【請求項１５】
　前記ユニットは、現像担持体に担持される現像剤の量を規制する現像剤規制部材を有し
、前記成形シール部は前記現像剤規制部材と前記枠体との間をシールする請求項１０乃至
１４のいずれか１項に記載のユニット。
【請求項１６】
　前記ユニットは、現像担持体の表面に当接して現像剤が前記ユニットの外側に漏れるの
を防止するシート部材を有し、前記成形シール部は前記シート部材と前記枠体との間をシ
ールする請求項１０乃至１５のいずれか１項に記載のユニット。
【請求項１７】
　前記ユニットは、前記画像形成装置の装置本体に着脱可能である請求項１０乃至１６の
いずれか１項に記載のユニット。
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